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日

塞

産
口

脚

類
（

幅
田
）

す
。

　

又
入

醴
に

入
り

來
る

は

其
生

活
吏
上

正

當
の

道
な
る

か

將
た

誤

つ

て

人

體
に

入
う

來
り

た

る

か

も

不
朋

な

う

最
も

普

逋
の
（

職
詑
碗

攀
絛
蟲
生
活

史
に

照
す
時
は

幼
蟲
の

寄
生

す
る

動
物
即

ち
中

間

宿
主
は

最
終
宿
主
の

餌
こ

な

る

も
の
…

般
な
る

が

如

こ

若・
し

此
よ

b
推
測
す
る

時

は

該
絛
蟲
の

戒

體
は

人

闘
の

肉
を

食
こ

す
る

動

物

に

寄
生
す
る

か

或
は

人

體
に

あ

り

て

幼
蠢

よ
り

漸
々

成

體
こ

な
る

か

若
く
は

他
の

動
物
に

寄
生

す
べ

か

b
・
し

も
の

が

誤
っ

て

人

體
に

人

b
來
う

む
か

其
何
れ
た

ひ

る

か

不
明

な

b
、

左
れ

ば

此

幼
蟲
を
以

て

動
物
試

驗
を

な

す
は

最
も

吾
人
に

取
り

興
味

多
き
事
業
な
る

が

前
回
に

於
て

猿
に

移
殖
せ
・
し

も

見
る

べ

き

結
果

を
得

す
ム

ー

回
亦
醫

科

大
學
に

於
て

該

幼
蝨
を

猿

の

皮
下
に

移

植
せ

し
に

後
若
干
も
な

く
し
て

猿
は

他
の

原
因
に

よ
り

斃
死
せ

む
が

故

に

此
を

解
體
せ

し

に

其
體

内
に

該
幼
體

を
發
見
し
セ

も
こ

雖

不
幸
猿

の

落
命
早
か

り

乙

爲
め

望
み
の

結
果

を
得
ざ
り

し
は

最
も

遺
憾
こ

す
る

處
な

り
。

　

此
が

研
究

を
な

す
に

當
も

材
料
の

探
集

患
者

に
つ

き
て

の

諸
報

告
及
研

究
指
導
に

つ

き

多
大
の

助

力
を
與
へ

ら
れ

6
飯

島
博

士

青

山
博

士
及

碓
井

學
士

に

封
し

鉉
に

深
厚
な
る

謝
意
を
表
す

．．

噛

亠
ノ 、

　

　
　

　

　

鬪

　
版

　
説

　
明

　

　

第
一

圖

蟲
嚢
及
蟲
體
諸
種

　

　

　

　

自

然

大

　

　

第
二

圖

　
患
者
の

背
部
よ
う

得
た

る

筋
肉
片

、

蟲
嚢
及
蟲

　

　
　

　

　
　

體
を
具
ふ

　

　

　

　

　

自

然

大

一

　

第
三

圖
　
蟲

嚢
及
蟲
體
數
種
　
　
　
　
　
　
　
　

自

然

大

厂

　

第
四

圓

營
養
物
質
體

　

　

　

　

　

　

四

百

倍

　

　

第
五

圖
　
蟲

嚢
の

切
面

　
嚢
中
に

あ

る

は

蟲
體
の

斷

面
に

て

其

　

　
　

　

　
　
内
に

あ

る
黒
斑
は

營
養
物

質
鱧

也

　

三

百

倍

　

　
　

　

　

●
日
本

産
ロ

脚
類
ハ

承

前
）

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

輻

　

田

　
　

卓

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

（

明

治
四

十
二

年
一

月
二

十
八

日

受
領
）

　

　
　

　

　
　
　

こ

CZ
（
）
じ

ン
O、
 

《
H
」
doQ

 
｝》
一

20

つcCO

＞

畧
一
閉
＞
−

　

　
　

　

　
　

、【
ξ
エ

一
、°
。・

P
　
（

第
五

版
第
二

圖
、

雌
四

倍

廓
大

、

　

　
　

　

　
　

第
二

圏
匹

最
後

の

こ

騰

節
八

倍

廓
大
）

吻
は

幅
弘

ー
し

て

其
中
央
の

棘
は

鋭
け

れ

ざ

も
先
端
眼
柄

の

孚
に

逹
せ

す

前
側

方
の

棘
も
亦
先
端
鏡
し
。

　
甲
殻
は

溺
く

穹
窿
状
を

呈
・
し

其
長
さ

は

全
長
の

五

分

の
一

、

前
線

　
の

幅
は

長
さ

の

三

分
の

二
、

覆

縁
の

幅
は

前
繰
の

幅
よ
り

僅
か

に

O

N 工工
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大
な

り

各

角
は

圓
み

を

帯
び

後
線
は

略
々

直
線
朕
を

な

す

も
前
側

角
附

近
は

前
方
に

突
出
せ

り
o

　

露
出
せ

る

胸
部
及
び

腹
部
の

各

節
は

強
く

穹
窿
欺

を
呈
し

且
長

し
。

胸
部

第
五

節
は

兩
側
に

至

る

に

從
ひ
！

、

微
か

に

狹
ま
り

箜
ハ

第
七
の

兩

節
の

左

右

縁
は

剪

状
を

呈

し

第
入

節
は

兩

側
に

鍾
突
旭

を
出

す
。

腹
部
第
一

節
乃

至

第
五

節
は

順
次
後

方
に

至
る

に

從
ひ

て

其
長
さ

を

塔
加
・
し

、

背
面
は

李

滑
兩
側
に

隆
起
線
を
具

、

♪

、

後

側
角
は

總
て

園
み

を
帶
び

後
方
に

突
出
せ

す
。

窮
六

節
め
長
さ

は

略
々

第
二

節
の

長
さ

に

等

し

く
亠

ハ

個
の

稍
不

規
則

な

る

縱
隆
翹
線

を

有・
し

其
間
の

部
分
は

表
面

李

坦
な

ら

す
．．

六

個
の

隆
起
線
の

中

亞

中
央

隆
起
線
は

互
ひ

に

卒

行
・
し

其

幅
弘
し
、

中
間

隆
起

線
は

之

に

對
し

て

稍
斜
に

後
方

開
け
る

が

如
ー

位
置
し

共
先

端
は

後

繰
に

及
ぼ
す

、

側
部
隆
起

線
は

中
間

隆

起

線
．

こ

貉
々

尋

行
な

b
。

各
隆

起

線
は

後

蠕
し

棘
を
缺
く、

尾
部
は

其

長
さ

稍
幅
に

優
る

最
大
 

長
さ

は

全
長
の

十
五

分
の

二

に

し
て

其
厚
さ

は

幅
の

牢
を

廻

ぎ

π

う
、

全

背
面
は

亞

中
央
煉
を

除
く

の

外

全
く

九

個
の

幅
弘
き

隆
起
線
に

て

蔽
は

る
、

就
中
中

央

鴛

あ

る

も
の

は

最
輻

贋
く

其
ヰ
央
線
に

近
き

部
分

は

挙

滑
ζ

し
て

　
　

旧

本
逢
鋼

騨
類
（

澑
田
）

　

兩
側
に

は

小

棘
を
生

す
此
隆
起
線
は

後
端

中
央
の

切

れ

込
み

の

　

部
に

逹
す
れ

こ

も

他
の

者
は

之
れ

に

逹
せ

す
む
て

絡
れ

り
。

　

次
の

三

對

は

其
幅
殆
ん

ご

相

等
し

く

其
の

中
内
側
の

二

豊
は

後

端

　

に

於
て

相

連

絡
せ

り
、

・
邊

縁
に

位
す

る
一

對
は

最
幅
狹
く

し
て

且

　

他
の

者
よ
り

毎
し

、

各
隆
起
線
は

其
中
央
部

を

除
く

の

外
其
表

面

　

に
小

さ

き
顛…
を

列
生
せ

り

倒
し
邊
縁
に

位
す
る

も
の
虻
」

之
れ
に

隣

　

る

一

封
の

外

側
ご

に

は

此
棘
を

缺
く
、

隆
起
線

の

後

端
に

は

又
斜

一．

に

後
方
に

向
へ

る

小

棘
二

三

を
有
す
o

…
　

尾
部
の

邊

縁
は
各
側

各
々

三

裂
せ

¢

も
一

見
む

た

る

所
に

て

は

單

｝

　
一

な
る

が

如
く

見
ゆ

、

其
最
外

方
に

位
す
る

も
の

は

縁
部
の

隆

起

…
　

線
の

續
き

中
間
に

あ

る

も
の

は
…
縁
部

隆
起

線
に

隣
れ

る

も
の

の

終

　

端
、

最
中

央
に

近
く

位
す
る

も

の

は

即

ち
亜

中
央

棘
に
・
し

て

其
先

　

端
に

は

上

方
に

向
ふ

動

棘
を
具
へ

扁
季
に

し
て

表

面
に

隆
起
線
を

　

缺
く

後
端
は

大
な
る

三

角
形
の

切
れ

込
み

ε

な
b
其
兩
縁
に

は

左

　

右

各
十
三

個

許
の

小

鰊
齒
列

生
す

、

な
ほ

亞

中
央

棘
の

外
側
に

も

　

亦
一

小

棘
を

生
せ

b
．．

　

尾
脚
基

節
の

表
面
に

は

絡
端

の

棘
の

外
三

四

の

小

棘
を
被
れ

り
、

　

外

方
の

突
起
は

幅
弘
く

扁
季
に

章、
内
方
に

屈
曲

・

し

内

縁
基
部
に

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

七
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目

本
産
口

脚
類
（

編

田
）

齒
を

缺
く

内
方
に

位
す
る

者
は

駱
々

眞

直
に
・
し

て

鋭・
し
o

外
肢
第

一
腔

即

邊
経冊
の

動
黼
 

は

其
數皿
五
亠

ハ

就
中

基
部
に

近
き
二
＝
一
は

細
く

し

て

屈

曲
せ

す
互
ひ
に

若

干
の

距
離
を

隔
て

麦

生
ぜ

る

も

殘
餘
の

も

の

は

太
く

扁
牛
に
・
し

て

前
方
に

向

ひ

て

屈
曲
せ

り
、

此
等
は

後
方

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　一

の

者
次
第
に

形
小

な
り

。

第
二

節
は

第
一

節
の

中
央

部
背
面
に

關

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　窺

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　一

接

す
、

内
肢
は

稍
外

方
に

屈
曲
せ
bb

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　ハ

ニ

封
の

觸
角
は

小
、

其
長
さ

は

略
々

相

等・
し

（

葉
腴
附

器
は

其
長

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　…

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　 

さ

遙
か

に

眼
の

長
さ

し

及
ぱ

す
。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　｝

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　｝

捕
脚
手
節
め

基
部

内
縁
に

五

個

乃
至

七
個
位
の

小

棘
を

列
生

す
。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　…

色
、

ア

〃

コ

…

ル

漬
標

本
に

あ
り
て

は

捕
脚
指
節
ご

尾
脚
邊

縁
の

　い

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　い

動

棘
の

淡
紅
色

を
帯
ぶ

る

も
の

の

外
特

記

す
べ

き

も
の

な

し
Q

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　…

産
地

、

相
模
城
ケ

島
（

雌
二

、

一

五

ー
二

入
・

五
ミ

メ
）

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　一

　

　
　

　

　
　

三
、

（

ご
）

○

翼

目
へ
）

ψ
臣
（｝
日

鳶
替
一

演

冨圃

碧
ご

≦

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　一

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　一

腹
部

第
六
節
は

尾
部
ご

癒
合
せ

す
、

露
出
せ

る

胸
部
及

腹
部
背
面

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
｝

は

綏
に

穹
窿
斌
を

呈
す

捕
嬲
の

指

節
は

其
基
部

膨
れ

側
歯
を
具
ふ

吻
は

多
少
三

角
形

を

な
す
も

輙
を
有
せ

す
、

尾
部
は

次
の
H

、

萎
51

。
・、

言｝
ぎ

に

類
似
し
亞
中
央

輙
ご

間

棘
こ

の

髑

の

孅
齒
は

逋
常
二

個
を
超
え
す

。

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

八

　
　

　

C
じ
（

）

ヌ

哩
CU

》

Q
日

鬟
・

¢

砿

匂

》

》

C
ズ
一

〇

〇
q。

（

山
 

瓢

畧
こ

　
　

　

　

　
　
へ

第
二

版

第
一

圖
、

雌
自
然

大
、

第
四

版

第
】

岡

　
　

　

　

　
　
左
の

捕
脚

、

自
然
大
）

吻
は

稍
正
三

角
形
を
呈
し

先

端
僅
か

に

尖
与

強

く

下

方
に

向
ひ

て

屈

曲
す
爾

縁
は

少

し

く

内
方
に

向

ひ

彎
入

せ
b
。

甲
殼
は

卆

滑
長

さ

は

全

長
の

約
五

分
の
一

、

前

縁
の

幅
は

長
さ

の

五
分

の

三
、

後

縁
の

幅
は

長
さ

に

略
々

相
等
・
し

く

前
後
兩

縁
は

直

線
歌

、

左

右

兩

縁
は

少・
し

く
内

方
に

彎
入・
し

前
側

角
後

側
角
共
に

圓
み

を
帶
ぶ

、

胃

溝
は

明

瞭
な
れ

こ

も

淺
し
o

胸
部

第

五

節
は

兩
側
に

至

る

に

從
ひ

て

狹
ー

な
れ
こ

も

爾
側
に

突

出
せ

す
、

第
六

節
第
七
笛
り

は

兩
側
に

先
端

圓
み

を
帶
び
て

突
出
せ

》
り
o

第
一

乃

至

第
盃

腹
部

環
節
は

背
面
孚

滑
兩
側

に

は

邊
線
に

沿
ひ
て

顯
著
な

ら
ざ
る

隆
起
あ

れ
ざ

も

後
角
は

圓
み

を
帶
び

て

棘
に

終
ら

す
、

第
亠

ハ

節
は

縱
に

走
る

多
ぐ
の

隆

起
線
あ

ち
、

就
中

中
央

線
上

の

も
の

は

低

く

し
て

微
か

な

b
、

他
の

四

對
の

中
、

中
央
よ

り

第
二

對
の

も

の

の

外
は

頼
に

終
る

を
常

こ

す
而
・
し

て

中
央
よ
り

第
三

對

の

者
の

輙
を

除
く
の

外
は

其

先
端

後

線
を
超
ゆ

、

元
ざ

第
四

對
の

N 工工
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も
の

こ

の

間
の

墓
部

に

は

圓
き

高
ま
り

あ
ら
。

尾

部
の

長
さ

は
全
長
の

七
分
の

一

位
幡
は

之
よ

り

少
し
，
、

大
な
b

中

央
に

高
き

隆
翹

線
あ

b
基
部

に

近
ー

中
断
せ

ら
れ

先
端

輔
に

終

る
、

此
外
摺

數
墨
の

隆
起
線
あ

ら
、

最
も

中
央
に

近
き

も

の

は

兩

端
中

央
線
上
の

者
に

近
く
起
り

弧
状
を
な
す
此

外
側
に

接
し
て

不

規
則
波
線…
从

を
な

す
も
の

あ

ウ
、

次

は

斜
に

亞

中
央
輙
上
に

及

ぶ

も
の

第
四

封
は

低
く
・
し

て

間

棘
の

内
側
に

あ

る

鰊
齒
上
に

亘

る

も

の

な
り
。

第
二

第
三

及
第
三

第
四
樹
の

間
に

は

夫
々

基

部
に

一

個

の

小

突
起
を

有
す

。

邊
縁
の

棘
中
亞

中
央

棘
は

幅
弘
く

し
て

先
端

に

動

棘
を
具
へ

縱
に

前
記
の

隆
起
線
の

外
な

ほ
二

條
の

隆
起
線
あ

り

動
棘
よ
り

中
央
線
に

至

る

迄
は

十

數
個
の

小

棘
齒
列
生
す

。

こ

れ

ご

問

棘
ビ

の

間
に

は

二

條
の

隆
遇

線
を
有
す
る

鰊
齒
あ
り

て

先

端
に
一

小

動
鰊
を

具
へ

間

棘
ご

の

間
に

更
に

叉
小
鼓

、

き

棘
齒
を
挾

む

聞

韓
及

側

棘
の

表
面

に

は

各
二

條
の

隆
起
線
あ

参

爾

輙
の

間
に

は

微
細
な
る

鰊
齒
を
具

有
す．

尾
嬲
の

基

節
の

衷

面
に

は

不
規
則
な
る

港
あ

り
、

二

個
の

突
起
中

外
方
の

者
は

幅
廣
く
且
長
く

し
て

先
端
稍
外
肢
第

詳
即

を
超
ゆ

、

内
方
の

者
は

長
さ

之
の

宇
に

及
ば

す
、

外
肢
第
一

節
邊

縁
の

動

鰊

　

　

日
本
産

口
脚
類
（

輻

珥
）

は

其
數
十
二
一
二

幅
弘

≦
し

て

長
く

先
端

鈍
，

曳
・
し

て

長
く

先
端
鈍
く

・
し

て

相
重
る

第
二

節
は

第
一

節
よ
り

短
く
、

内
肢
表

面
に

は

稍

不

規

則
な

る

縱
溝
あ
b
、

長
さ

は

幅
の

二

倍
年

位
な
り
，

眼
は

球

歌
、

第
二

觸
角
の

葉
状
附

器
は

其
長
さ

略
々

甲
殻
の

長
さ

に

等・
し

く

輻
は

長
さ

の

三

分
の

一

に

近
し〔冒

捕
脚

指
節
は

基
部

膨
れ

内
縁
に

五

乃
至

七
個
の

側
齒

溜
有
す

。

産
地

、

安
房
館

輿

竺
）

、

相

模
灘
（

雄

羅
二

×

大
、

e

一

〇
六

；
五
一

ミ

メ
、

）

分
布

、

支
都
海

。

　

　
　

　

　
　

四
、

冖、
oα

討
｛

二
）
○

エ

£

d
一

ピ
ご

〉

（
歩一
曾
ぎ・

腹
部
第
六

節
は

尾
部
ご

癒
合
せ

す
、

露

出
せ

る

胸

部
及
腹
部
は

昂

滑

穹
窿
状
を
呈

し

且

狹
し

、

捕
脚
の

指
節
は

其

基
部
膨
れ
す
し
て

側
齒
は

三

個
を
超

ゆ

る

事
な

く

時
こ

し
て

は

全
く

之

を
缺

く
、

尾

部
の

韲

中
央

輙
は

長
（

し
て

可
動

、

之
ご

問
鰊
ご

の

間
の

輙
齒
は

逋
常
一

多
く

こ

も
四

個
を
超
ゆ
る

事
無
し
。

　

　
　

　

窃
｝・〕

三
）（

美
御

三

＝」
ン

（
員
同・
【
冫、［、・
〆

峯
婁・

　

　
　

　

　
　
（

第
二

版

第
四

圖
、

雌
、

自
然
大
）

吻
は

其
長
さ

幅
の

三

分
の

四

倍
位
を

算
し

李

滑
な
り
、

　一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
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日
素

産

口

脚
類
（

編

田
）

甲
穀
は
季

滑
其
長
さ

は

全

長
の

四

分
の
一

位
、

前
縁
の

幅
は

長
さ

の

五
分
の

三
、

後

縁
の

幅
は

長
さ

に

略
等・
し

く

各
角
は

共
に

園
み

を
帯
ぶ

、

胃

溝
は

直
線
斌

頸
溝
は

な
．
し
。

胸

部
第
五

節
は
】

部
分
甲

殼
の

下
よ
り

現
は
る

、

左
右
爾
縁
は

第

六

節
は

剪
献
第
七
節
は

稍

圓
み

を
帶
ぴ

第
入

節
は

尖
れ

り
。

腹
部
第
】

乃

至

第
四

節
の

後

側
角
は

順
次
に

鏡

角
状
ざ

な
る

の

傾

向
あ

れ
ギ
」

も

棘
こ

な
る

に

至

ら

ざ
る

を
常
こ

す
、

第
五

節
の

後
側

角
は

短
棘
こ

な
れ
b
、

第
亠

ハ

節
は
三

對

の

辣
を

具
ふ

、

中
央
よ

り

第
一

對
は

略
々

互
に

李
行
む

、

第
二

樹
は

短

ー
し

て

後
縁
に

逹
せ

す

第
三
蜀
は

其

内
側
基
部
に

一

小

扁
牟

突
起
あ
り
。

尾
部
の

長
さ

は

全

長
の

七
分
の
】

基
部
に

於
U
る

輻
は

稍
之
よ

り

大
な
b
、

中
央

線
の

隆
起
は

強

ぐ
こ
て

先

端

棘
に

終
る

之
を
挾
み

て

稍
斜
め

に

走
る
へ

後
方
に

閉
づ
）

著
し

か

ら
ざ
る

隆
起

線
一

對
あ

り
、

次

に

叉
中

央
の

隆
起

線
に

對
し
て

後
方
に

開
け
る

如
く

位
置

せ

る

隆

起
線
あ

り
、

之
ご

左
右

兩
繰
に

於
て

前
線
に

近
き
邊
よ
b

起
り

側

棘
の

基
部
に

到
る

他
の

隆
起
線
こ

の

間
は

兩
側
よ

シ

次゚

第

に

低

く

な
れ

b
、

後

者
の

基
部
内
側
に

は

叉
一

小

齒

を
具
ふ

。

遽
線

に

あ
る

鰊
の

中
亞

中
央
棘
は

最
長
く
可
動
な
る

も
他
の

二

棘
は

不

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
一

〇

　

動
に

む
て

且

短

し
、

亞

中

央
棘
の

根

本
は
一

部
分
少・
し

く

高
ま
れ

　

り
、

間
棘
ご

側
棘
ご

は

略

同
大
な

れ

ご

も

其
先
端
は

側
棘
の

少
ら

　

く

閉
つ

る

に

反・
し

間
棘
は

稍
開
く
、

亞

中
央

棘
ご

間

棘
ご

の

間
に

…

は

圓
き

小

齒
を

享
、

此
齒
の

外

側
に

系
・

き

齒

三
及
間
棘

一

ε

纓
こ

の

間
に

、
小

墮
。

れ
ご
、

も

此

等

臠
眼
に

て

覓
難

一

む．紀

尾
脚
基
節
の

突
起
の

長
さ

は

互
に

相

等
ノ）

き
か

夊
は

内
方
の

ぎ
少

…
外
方
の

・
の

・

喜
・

外

鬚
一

篷
縁
の

憩

…

九

個
位
な
り
．

、

眼
を
擔
へ

る

節
は

吻
に

蔽
は

る
、

觸
角
は

短

く

捕
脚
手
節
の

根

元

、
　

に

は

三

個
の

動

輙
あ

り
、

指

節
は
二

個
の

細
長
き

側
齒
を
具
ふ

、

｛

色
、

ア

ル

コ

ー

ル

漬
標

本
に

あ
り

て

は

全
部
一

樣
の

淡
禍
色

、

所

∵
・

黒

・

斑

驚
靄
部

籌
選
一

聽
馨

面
兩
側
に

近
き

所
に

あ

る

者

最
顯
著
な

b
、

徇
捕
節
手

節
等
は

淡

　

紅
色
を
帯
ぷ

。

　

産
地

、

小

笠
原
父
島
二

見

港
（

雌
二

、

四

七
」
六
四
ミ

メ
、

）

弘

田

理

學
士

、

關
口

氏
）

分

布
、

大
李

洋
、

印
燦
洋

、

羅
海

、

モ

ゼ
リ

シ

ア

ス

島
、

西

印

度

等
。
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五
、

H

ン、
。。

唄

○
ヱ

£

C
目

＝
」
》

］

）

勇
鈩

腹
部

第
六

笛
は

尾
部
ε

癒
合
せ

す
露
出

せ

る

胸
部

及
腹
部
は

磊
た

く

し
て

弘
く

相
關
接

・

し

且
其
幅
弘
し
、

捕
脚
の

指

節
の

基
部
は

膨

れ

す
側

齒
は

五

個
よ

り

少
な
か

ら
す

、

尾

部
は

其
幅

通
常
長
さ

よ

b
大
な

り

亜

中
央

棘・
し

問
棘
｛

の

間

の

棘
齒
は

四

個
よ

り

多
か

ら

す
只
一

個
な
る

事
も

稀
な

ら
す

、

昆
脚
基
部
の

突
起
は

逋
常
其
外

方
の

も
の

内
方
の

者
よ

り

も
長・
し．し

　

　

　
［
ン．

論
○
ヱ

£

≡
同」
＝

〉

〉
（

ジ

客一一
｝

【

CO

ヒ
ニ
ヴ
【

デ
（

（
」

二．
P
／

）

　

　

　
　

　

　
へ

第
一

版
第
三
鬪

、

雄
三

倍
廓
大

、

第
二

版
第
三

厨

　

　

　
　

　

　
左
の

捕
脚

、

六

倍

廓
大

、

c

腕
節

、

m

手

節
d

指

節
）

吻
は

多
少
方

形
長
さ

は

甲

殼
の

長
さ

の

五

分
の

二

幅
は

之

よ
り

少

む

く

大
な

む
、

前
側

隅
は

稍

角
張
り

前
方
に

は

三

角
形
の

扁
孕

な

る

鏡
棘
を
具
ふ

左
右
兩

縁
は

微
に

彎
入

せ

り
。

甲

殻
の

長
さ

ご

其
最

大
の

幅
ご

は

略
相

等・
し

く

全
長
の
亠

ハ

分
の
一

許
前
縁
の

幅
は

最
大
の

幅
の

五

分
の

四

を
算
すー
、

胃
溝
は

略
相

卆

行
し
各

角
は

共
に

園
み

を

帯
ぷ．、、

胸
部
の

左
右

爾
緑
は

第
五

節
に

て

は

稍
狹
く

な

り

第
六

節
以

下
に

あ

り
て

は

圓
み

を
勢
ぷ一、

　

　

日

本
産
口

脚
類
（

編
田
）

腹

部
の

第
一

乃

至

第
五

節
は

其
幅
殆
ん
ざ

相
等・
し

く
第
六

節
は
之

よ
・
リ

狹
く・
し

て

其
前
側

角
に

は

後
方
に

向
つ

て

強
く

屈
曲
せ

る

長

き

鏡

棘
あ

b
後
側
角
に

も
亦

後
方
に

向
ふ

鐙…
輙
を

具

ふ
。

尾
部
の

長
さ

は

全
長

の

十
五

分
の
一

幅
は

之
に

二

倍
し

後

繰
に

近

く

五

個
の

鋭

鰊
横
に

羅
列
せ

り

邊

縁
の

鎗

棘
三

對
の

中

側

棘
の

外

は

先
端

多
少

上

方

に

向

ひ

且

亜

中
央

棘
の

み
は

動
棘
な

り

其

間
の

棘
齒
は
一

ト
ヱ

　
一
ド

尾
脚
基

節
突

逸
は

其
外

方
の

者
内
方
の

者
の

五
分
の

四

位
の

長
さ

を
有
し

外

肢
第
一

は

第
二

節
よ

り

小

邊
縁
の

動
煉
の

數
は
亠

ハ

個
内

ト
よ

bO

・
ダ’
ア

眼
は

小
、

全

體
圓
柱
朕

、

第
一

觸
角
を
擔
ふ

節
に

は

前
且

少
し
く

外
方
に

向
へ

る
一

對
の

鏡

顛
を

有
て

其

先
端
は

殆
ん

ご

眼
の

角
膜

部
に

達
せ

り
。

葉
玳
附

器
は

小
、

長
さ

は

甲

殼
の

長
さ

の

牢
に

逹

せ

す

捕
脚
腕

節
の

前
側
に

は
一

個
の

小

棘
、

手

節
基
都
の

内

縁
に

は

四

個
の

動

輙
め

り

最
基
部
に

近
き

も

の

最
長・
し

指
笛
の

棘
は

終

端
の

者
を

加
へ

て
⊥

ハ

個
、

細
長
に

し
て

基
部
よ

り

算
へ

て

第

五

の

者
は

第
四

及

絡
端

の

者

よ
り

短
し

。

歩
脚
の

附
屬

肢
は

幅
弘
く
第
一

甥
及
第
二

樹
に

於
て

は

圓
形
に

近

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
一
一
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

ω o ）日 五 十 月 二 年 ニ ナ 四 治 明

　
　

H
本

産
口

脚
類
（

藕

田
）

　．

＜
第
三
對
の

者
は

稍
幅
狹
く

紐

歌
な
も
。

色
、

ア

ル

コ

ー

川

漬

標
本
に

て

は

全

體
帶
白
色
に
・
し

て

所
々

に

暗

黒
色
の

小

點
集
合
し
て

斑
條

を
な

す
、

尾
脚
内
肢
及

外
肢
第
一

節

も

亦
暗
黒
な

り
。

産
地

、

安

房
館
山

灣
（

雄
一

、

三

〇
ミ

メ

ご

分

布
、

オ

！

ス

ト

ラ

リ

ァ
、

ニ

ユ

ー

ギ
ニ

ー

、

凡

ナ

ン

、

℃

イ
ロ

ン

等

　
　
　

　
一
・
〈

三
（

）

エ

£

⊂

＝
」

〉

と

｝

C
⊂

ご
♪．
卜 、
ン

9．
嘗
｝）
＝（．一戸
葺

）°

　
　
　

　
　
　

へ

第
一

版
第
四

鬪
、

雌
、

二

分
一

倍
、

第
五

版
第
三

　
　
　

　
　
　

圖
雌
右
の

捕
脚
指

節
、

自
然

大
」

吻
の

長
さ
は

其

幅
ご

略
々

相
等
む

く

甲

殼
の

長
さ

の

五

分
の
】

を

算
す

、

宇
圓
形

李

坦
に

亡

て

中
央
に

隆
起
線
を
具
ふ

る

突
起
を
生

替

り
。

甲

殼
は

爾
側
に

近
き

所
稍

膜
歌
長
さ

は

全
長
の

五

分
の
一

、

各

角

は

共
に

圓
み

を

帶

び

後
縁
は

強

く

弧
壯
を
な

し

て

彎
入
せ

り
、

胃

濡
群

は
明
…
瞭
な
る

も
頸
溝…
は

淺
し

（

露
出
せ

る

胸
部

及
腹
部
は

背

面
卆

滑
、

胸
部
の

絡
り

三

節
は
順
次

に

其
輻
を
増
加
す
れ

こ

も
爾
側
に

は

殆
ん

ご

突
起
す
る

事
な

し
；

、

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
＝「

腹
部
の

第
一

乃
至

第
五

節
は

其
の

幅

略
々

相

等・
し

く

各
角
は

蝶
を

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　へ

な
さ

す
。

第
六

笛
の

左
右
爾

縁
は

後
方
に

閉
ぢ

之
れ
に

李

行
・
し

て

細
き
縱
溝
を

見
る

、

後
側
角
は

鈍
ぐ・
し

て

殆
ん

ご

棘
の

形
を
爲
さ

す
o

尾
部
は

長
さ

全
長
の

七
分
の

一

轜
は

其
五

分

の

七
、

中

央
の

隆
起

は

低
く
・
し

て

煉
に

終
ら

す
、

遽

縁
の

三

對
の

棘
の

中
外
方
の

二

對

は

稍

鋭
く
・
し

て

大
な

り
o

尾

脚
基

節
の

突
起
は

共
に

甚
強
硬
に

し
て

且

長
く

外

肢
第
一

節
は

短
く

乙
て

絡
端
の

上

面
凹

み

擾
縁
の

動

顛
は

其
の

數
入

個
内
外
な

も
b

眼
は

大
に

し
〆
三
二

角
形
を
呈
す

、

第
】

觸
角
に

は

扁
李

な
る

隆
起

を
具
へ

之
を
擔
ふ

節
に

は

屈
曲
せ

る

偏
牛

の

棘
一

樹
あ
り

其

先
端
は

鏡
ー

し
て

前
方
に

向
ふ
。

葉
鐡
附
器

は
苴

萇
さ

甲
殻
の

長

さ

の

三

分

の

二

幅
は

長
さ

の

五
分
の

二

内
外
な

b
。

捕
脚
手

節
基

部
に

は

四

個
の

長
き

動

棘
あ

り

指
節
に

は

先
端
の

棘

を
合
せ

て

九

個
又
は

＋

個
の

鏡
齒
を

具

ふ
、

歩

脚
の

附

屬
肢
は

細

．
長
に

し
て

線
歌
な

り
o

色

　
ア

窮

コ

ー

ル

漬
標
本
に

あ

り
て

は

登
體

黄
褐

色
之
に

紫
黒
色

の

條
斑
甲

穀
に

三

條
、

胸
部

第
六

乃

至

第

入

節
及

腹
部
第
六

籔
の

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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後

縁
、

腹
部

第
一

乃

至

第
五

籔
の

前
後

爾
緑
に

各
一

條
宛
あ

り
。

尾
部

、

尾
脚

、

捕
脚

、

歩

脚
等

に

も
亦
岡
色
の

部
分
あ

り
。

産
地

、

琉
球
？

（

讐
、

一

七
五
ミ

メ
）

分

布
、

太
李

洋
、

印

度
洋

。

附
記

、

竃
置
門

。゚

L
跨
oo

臣”
賦

戯
〇一
〇

≦

な
o
目

蕁
9
ぎ

諸
氏
は

此

種
の

雌

雄
の

間
に

著
む
き

差
違
の

點
の

存
す
る

を
認
む

、

即

ち

氏
等
の

標

本
の

雌
に

於
て

は

捕
脚
指

節
の

齒
は

雄
の

鏡
く

し
て

且

長
き
に

反

し

て

著
し
く

短
く

殊
に

其

基
部

に

近
き
も
の

に

て

は

小

さ

き
突
起

こ

な

れ
る

に

過
ぎ
す
ぐ
」

云
へ

も．、
拙
然
れ

ご

も

此
標
本
に

て

は

其
雄

な

る

に

係
ら

守
其

指
節
は

却
っ

て

氏
等
の

記
截

或
は

描

寫
せ

る

雄

の

者
に

近
し
、

是
れ
或
は

此
標

本
の

未

だ

充
分
成

長
せ

ざ

る

に

因

る

な
る

べ

き
か

、

因
に

充
分

生

長
し
陀

る

も

の

は

其
長
さ

尺

を
超

ゆ

‘

云
ふ
。

第
五

版

第
三

圖
は

此

標
本
の

捕
脚
節
の

圖
な

b
。

　
　

　

　
「
」

k
コ峨
一

（

テ
£
尸
口

ど
ピ
〉
（
一
蜀

〉
砿

ヱ
｛

聾．
一

乞
○

雛
＞

F
了’
7

　
　

　

　
　

　
へ

第
五
版

第
四

圖
、

雌
、

二

分
の
一

倍
、

第
四

圖
a

　
　

　

　
　

　

　
雌
の

生
殖

門
、

自

然
大
）

吻
は

長
三

角
形

前
蟷

に

鋭
棘
を
具
ふ

。

甲
殼
の

長
さ

は

全

長
の

六
分
の
一

、

最

大
の

幅
は

長
さ

の

三

分
の

　
　

日

本
産

口

躑
類
Ω

輪

田
）

四

倍
を
算
す

、

李

滑
に

し
て

胃

溝
は

明

瞭
後
方
に

開
き

頸
溝
は

微

か

な
b
。

前
縁
は

略
舟

直
線

朕
後

繰
は

彎
入・
し

各
角
は

圓
み

を

帯

び
て

煉

を
備
へ

す
。

左

右

兩
縁
に

近
き

所
は

下

方
に

彎

曲
せ

る

が

故
に

背

面
よ

b
邊

縁
を
見
る

事
難
し

之
に

沿

ひ
全
長
に

亘

ら
て

淺

き
【

條
の

凹

線
を

刻
す

。

胸
部
の

環
節
中
最
後
の

二

節
は

側

縁
に

接
し
て

不

明
瞭
な

る

隆
起

線
を

具
ふ

第
六

節
の

側
縁
は
巨
湘

李

な
る

三

角
形
の

棘
を
有
し

第
七

節
に

於
て

は

左
右

に

突
起
し
て

其
先
端
に

籌
・

鏡
棘
あ
り
。

腹
部
の

環

節
は

總
て

其

後
側
角
に

鏡
棘
を
具
へ

前

縁
に

澹
ひ
て

強

凹

刻
あ
b
、

其
霧
め

の

二

節
は

側

部
に

不
明

瞭
な
る

隆
起
線
を

有

す
。

第
六

笛
に

は

低
き

亞

中
央

棘
あ
b
少

し

く

後
方
に

閉
つ

る

が

如
く

位
置・
し

其
後
端
の

煉
は

後

縁
に

逹
せ

す
、

第
五

節
の

後
縁
附

近
の
一

部
及
び

第
六

節
の

全
背

面
は

不
規
則
な
る

粟
粒

起
に

蔽
は

る
⊂

尾
部
は

其
長
さ

全

長
の
亠

芬
の
一

餘
、

共
最
大
の

幅
の

七
分
の

五

を
算
す

、

中

央
の

隆

起
線
は

低
く

し
て

廣
く

後
端

短
棘
に

終

る
。

後

縁
に

は

太
く

強
き

棘
八

個
あ
b
て

其
表

面
は

多
く
の

小
孔
に

て

蔽
は

れ

各
短

き

棘
其

終
端
に

關

接
せ

う
。

中
央

の

切
込
み
に

は

其

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
一

三

　
　
　
　

を
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岐
阜

産
魚

類

豫
報
（

田

申
）

　

　

　

邊
緑
に

少
さ

き

棘
齒
を
列
生
す

。

尾
部
背
面
は

中

史
の

隆

犁
邊

のω
　

　

　
繰
の

棘
ご

を
除
ぐ

の

外
、

亦
不
規

則
な
る

粟

粒

起
を
被
る
。

　

　

　
尾｛
脚

墓
魏

即

に

は
苴
ハ

終　
端
に

屈

曲
せ

る

鏡

煉一
を
具
へ

之

よ
b臨

後

に

は

　

　

　
亦
若
干

の

粟

粒

起
あ
り
。

突
起

の

中
内
方
の

も

の

は

外

方
の

者
に

明
　

　

　
比
し
て

遙
か

に

長
（

且
幅

廣
む

、

外
肢
の

二

節
は

其
長
さ

賂
相

等

治
　

　

　・
し

く

第
一

節
に

は

十
一

個
許
の

動
棘
あ
ち

其
中
終
の

二

三

は

先
端

四　

　
　

鈍
む
。

第
二

節
の

表

面
に

は

強
き

凹
凸
を

見
る
。

内
肢
の

表

面
も

十　

　

亦
不
規
期
に

彫

刻
せ

ら

れ

陀

り
．

二　

　

眼
は

斜
に

前
方
に

向
て

角
膜
部
は

略

球
形

4・

央

縊
れ

す
・

其

軸
ご ，

年　

　

眼
柄

軸
ご

は

後
渚
の

内
方
に

於
て

鏡

角
を
挾
む

．、

二　

　

眼
を

擔
ふ

節
は

全
ー

吻
に

蔽
は
る

、

第
一

觸
角
は

其
基

節
扁
李
に

月　

　
・
し

て

幅
廣
ぐ
な
れ
う
〇

十　

　

捕
脚
の

腕

節
は

前
側
に
二

個
の

鏡

棘
あ
b
、

手
節
内

縁
は

櫛
状

齒

亜　

　

以

外
に

十

個
或
は

十
］

個
の

棘
關
接
に

て

接

す
る

も

の

を

其
ふ
Q

　

　

な
ほ

基
部
に

こ

個
の

大
な
る

動
棘
あ
b
。

指

節
に

は

終
端
の

渚

を

　

　

合
せ

て

十

個
の

彎
曲
せ

る

長
き
齒
あ
り

絡
端
の

者
は

他
の

者
に

比

　

　

し
て

遙
か

に

長
く
且

張
く

屈
曲
せ

b
。

歩
脚
の

附

屬
肢
は

線
歌
終

　

　

端
少・
し

く

扁
李

巴

な
れ
り
。

雌
の

生
殖

門
は

第
四

圏

h／
O

a

　

　
　
一

四

　
　
　
　
　
■

に

示
せ

る

が

如
く

稍
特
異
の

構
造
あ

産
地

、

相

模
灘
（

雌
、

】
、

こ

九

七
ミ

メ
、

）

　

　
　
前
回
正

誤
の

圭
な

る

も
の

7  八 七 七 七 七 六 六 二 ニ ー
頁

下 上 下 下 上 上 下 土 上 上 下 段

　
行

一

五

六六
一

八

一

二

一

四

［

四
＝
二

一
四

一

八

分

布
の

前
に

　
談

第

瓶
第

圃

第
三

版

第
昆

版

及

各

節

】（一
芦一・
「卩
勹日
＝

5？

間外六
ミ

メ

『
一 ’
冫

霞「「」
ノ、
ぴ

蟹

7

線
（
二

九

●

岐
阜
産
魚
類
豫

報

理
學
士

正第
三

版

第
二

圖

第
二

版

第
二

版

及

腹

部
各

鮪

（

7 觸卩
ニ
ニ，…（．一
＝

己

其方六
一

ミ

メ

一
ン
〜（
宸一凵
く噸
肖H
ヱ

鰊

囚
一
．

五

ミ

メ
）

を
脆

ず

毋

　
中

　
茂
　
穗

〔
明

治
四

十
二

年
｝

月
三

十
一

日

受

領
）

爰
に

報
告
せ

ん

こ

す
る

は

岐
阜
縣

廳
の

所
藏
に

係
り
、

同

地
物

産
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